
介護ロボット活用推進シリーズ研修開催要項 
－介護ロボットの効果的な導入方法及び現場の課題を 
   見える化する因果関係図づくりワークショップ－ 

 
１．目  的 
 本研修会は参加者が介護ロボットを効果的に導入するためのステップや、ポイントを理

解することで、課題解決に必要な機器の選定等、円滑な介護ロボットの導入及び活用につ

なげることを目的とし、これまで実施していた研修を３～５回のシリーズとして行うもの

とする。 
 
２. 内  容  
 介護ロボットの導入を効果的に行うために、施設が一丸となって現場の課題を抽出し、

チーム（施設内で業務改善や介護ロボット導入の中心となる職員、施設長を含む管理者な

ど３～５名）が、研修会のワークショップを受講しながら、自施設の課題を見える化する

「因果関係図づくり」に取り組む。３～６か月毎にＮＴＴデータ経営研究所と介護実習・

普及センターの定期的な介入を実施し、自施設で課題解決への実践を続け目的の達成につ

なげる。 
 
３．実施主体 富山県福祉協議会 富山県福祉カレッジ 介護実習・普及センター 
 
４．開催日時 下記の日程の中から１回のみ受講です。 

①令和３年１２月２２日（水）１３：００～１６：００ 
②令和３年１２月２３日（木） ９：００～１２：００ 

      ※シリーズ２回目以降は追って開催日時の案内をしていく予定としています。 
 

５．開催場所 富山県総合福祉会館（サンシップとやま）１階 福祉ホール  
 
６．研修内容 別紙１のとおり 
 
７．募集定員 １回あたり５施設までとする 

受講要件として以下の①～④を満たした申込施設の先着順とする。                    

※受講要件：①１施設５名まで ②経営層・施設長１名以上 
③ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞ又はﾌﾛｱﾘｰﾀﾞｰ又は現場中堅職員 ２～３名 
④若手職員 等 １～２名  

８．受 講 料 無料 
 

９．申込方法 別紙２「受講申込書」に必要事項を記入し、１２月２日（木）までに 
       当センターへＦＡＸ・又はメールをお送り下さい。 
 
10. そ の 他 ①受講者には１２月１０日（金）までに施設長あてに受講決定通知を送付 

  します。 
②去年１２月、今年６月に開催した「介護ロボットの効果的な導入方法」

の講演を既に聴講された受講者はワークショップからの参加も可能とし

ています。 
③何らかの警報が発令された場合や県からの事業自粛が出された場合、研

修を延期または中止の可能性があります。その際には、当センターホー

ムページでご案内します。また、受講決定通知書を受け取られた方には

別途ご連絡します。 


